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「環状盛土遺構」中の遺構群

栃木県南部 ・大宮台地・下総台地の縄文時代後～晩

期集落で確認されるいわゆる「環状盛土遺構」につい

て、発表者らはこれまで、各造跡での調査 ・研究状況

を整理するとともに、栃木市中根八幡遺跡の学術調査

を通じて形成過程を中心に検討を加えてきた。本発表

では2019年度に実施した第 5次調査で検出された遺

構群をめぐる問題について検討する。

初めて「環状盛土遺構」が認識された栃木県小山市

寺野東遺跡では累積する複数の層中に遺構が検出さ

れ、阿部芳郎は遺構の累積によって盛土が形成された

とする見解を示した。その後、各地の類似遺構、特に

大宮台地のさいたま市馬場小室山遺跡や氷川神社遺

跡、埼玉県加須市長竹遺跡などで竪穴住居跡や土坑が

垂直方向に累積している状況が明らかになってきた。

中根八幡遺跡2019年度C区の遺構群

2015年度に開始した中根八幡遺跡の調査は、まず堆

積状況を確認するため、西側斜面に設けたA区のトレ

ンチを深く掘り下げる方針で進めて、地表下約 lmで

地山のローム層に達した。その後、 2018年度には「中

央窪地」から東側にかけて C区として lm幅のトレン

チを設けたが、 A区ほどの厚い包含層 ・盛土は確認で

きず、地表下50cmのソフトローム層中に中期後葉と思

われる遺構プランを確認した。そこで2019年度はこの

遺構を平面的に調査することとし、 6X5mの範囲の

表土掘削を小学生向け体験発掘として実施した。とこ

ろが、現状で最も標高が高い東側部分で地表下約 10

cmの浅い箇所から逆位で注口土器の下半部が形を留め

て出土したことから、 2X5mの範囲を慎重に掘り下

げたところ、東西 3mの範囲で多数のピット ・土坑が

確認できた。これらは概ね後期中葉～後葉と推定され

る。ピットの遺存高が5-20cmと浅いことから、本来

の堆積は現状よりも数十センチ高かったことが想定さ

れる。これらのピットから出土した土器片は一部後期

初頭～前葉を主体とするものがあるものの、多くは後

期中葉である。

これに対し、溝 （時期不明）を挟んだ西側 （低い側）

ではこうした遺構は減少する。遺構検出面はおむね東

側よりも 20~30cmほど低い。この面で検出されたのが

後期初頭の埋設土器である。口縁部は削平されている

が、器形から判断すると現状よりも 5cmほど高い位置

に口縁部が位置していたものと推定される。周辺で検

出されたピ ット (Pll)から出土した土器片は後期中

葉 l片を含むものの中期後葉～後期前葉を中心とす

る。また、周辺からは中期後葉～前葉に加えて、後期

中葉の土器片も出土していることから、こちらも本来

存在していた上部の遺構 ・包含層が削平されている可

能性が高い。

以上をふまえて2018年度調査区 （図3左上部分）を

再度精査したところ、壁面 • 平面ともに複雑な切り合

い関係を見出した。壁面上部にみられた遺構の時期は

不明だが、出土土器は後期を含んでいる。一方、調査

範囲下部で検出された土坑については一部のみを掘り

下げている段階だが、中期が主体的である。

このように同一地点での上下累積ではないが、近接

する 12m'の範囲で、検出レベルを違えて大きく 3時期

の遺構を確認した。

C区遺構出土の土器

①埋設土器：口縁部の無文帯、頸部をめぐる刻み隆

帯、胴部の縄文、刻み隆帯で区画された 4単位の垂下

する無文帯などを特徴とする。刻みを施す隆帯と垂下

する無文帯は称名寺式 （中段階～新段階）および並行

する加曽利E系土器に関連すると思われるが、 円文か

らリボン状に刻み隆帯が垂下する点は類例をみない。

また、胴部の縄文は上半が粗く、下半が細かい 2種類

を使い分けている。

②瘤付系注□土器 ：下半部のみのため壺の可能性も

あるが、胴部最大径部分の 4か所に貼瘤を配し、それ

らを磨消縄文帯で連結する瘤付土器系である。市内の

後藤遺跡や藤岡神社遺跡でも瘤付系の注口土器が出土

している。この土器が出土したP7は複数の小形ピッ

トに切られているため、 2019年度はおおよそのプラン
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を確認したに過ぎず、覆土を掘り下げていないが、長

さ約70~80cmと他のピットよりも大きい。下半部のみ

とはいえ遺存状況のよい土器が出土したことから墓坑

の可能性もある。

附： B区採集の動物装飾

B区で調査以前に掘削された排土中から動物装飾を

採集した。耳が大きく張り出す形態は、栃木県三輪仲

町遺跡の動物形土製品、千葉県佐山貝塚の称名寺式の

動物形象突起に類例がある。

本稿は年次報告に遺構・遺物の検討を加えて成稿した。
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図4 B区採集動物装飾
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